巿ケ 谷の 巻 

前科 割リ 

東京 監獄の 未決監に 「前科 割り」 という あだ 名の 老 

看守が いる。 

被告人 ども は 裁判所へ 呼び出される たびに、 一 と 馬 

車 (この頃 は 自動車に なった が) に 乗る 十二、 三人ず 

つ 一 組になって、 薄暗い 広い 廊下の あちこちに 一 列に 

ならべさせられる、 そして そこで、 手錠 を はめられた 

リ腰繩 を かけられ たりして、 護送 看守 部長の 点呼 を受 

ける。 「前科 割り」 の老 看守 は 一組の 被告人に 普通 二 



うだ。 何でも 前科が 一 つ 減って いたよう に 思う。 

当時の 新聞 雑誌で も 調べ て 見れば すぐに 判然す るの 

だろう が、 それ も 面倒 だから、 今 はた だ 記憶の ままに 

罪名と 刑期と だけ を 掲げて 置く。 何年 何月の 幾日に は 

いって 何年 何月の 幾日に 出た のか は、 一つ も 覚えて い 

ない。 監獄での 自分の 名の 「襟 番号」 です らも、 一番 

最初の 九 七 七と いうた つた 一 つし か 覚えて いない。 こ 

れは 僕ば かりじ やない。 たしかに 堺 (利 彦) にで も 山 

川 (均) にで も、 山 口 (孤剣) にで も、 その他 僕 等の 

仲間で 前科の 三、 四 犯 も ある 誰に でも 聞いて 見る がい 

い。 みんなき つと 碌な 返事 はでき やしない。 それから 



次に 列べ た 最初の 新聞紙 条令 違犯 (今 は 新聞紙 法 違犯 

と 変った) の 刑期 も、 ほんのうろ 覚えで はっき リは覚 

えてい ない。 

一 、 新聞紙 条令 違犯 (秩序 紊乱) 三 力 月 

二、 新聞紙 条令 違犯 (朝憲 紊乱) 五 力 月 

三、 治安警察 法 違犯 (屋上 演説 事件) 一 月 半 

四、 兇徒 聚集罪 (電車 事件) 二 力 年 

官吏 抗拒 罪 

五、 (赤旗 事件) 二 年 半 

治安警察 法 違反 

これで 見る と、 前科 は 五 犯、 刑期の 延長 は 六 年 近く 



になる が、 実際 は 三年と 少しし か 勤めて いない。 先月 

ちょっと 日本に 立ち寄った 革命の 婆さん、 プレシュ コ 

フス カャの 三十 年に 較べれば、 そのわず かに 一割 だ。 

堺も 山川 も 山 口 も 前科 は 僕と 同じ くらいだ が、 刑期 は 

山 口 や 山川の 方が 一、 二 年 多い 害 だ。 僕なん ぞは 仲間 

のうちで はずつ と 後輩の 方なん だ。 

初陣 は 二十 二の 春、 日本 社会党 (今 はこん な もの は 

ない) の 発起で 電車 値上 (片道 三 銭から 五 銭に なろう 

とした 時) 反対の 市民大会 を 開いた 時の 兇徒 聚集 事件 

だが、 三月に 未決監に はいって その 年の 六月に 保釈で 

出た。 そして そのほかの 四つの 事件 は、 この 兇徒 聚集 



出た 林 倭衛の 「H 氏の 肖像」 というの はこの 久 板の 肖 

像 だ。 

吉 原の 大門 前 を 通りかか ると、 大勢 人だかり がして 

わいわい 騒いで いる。 一人の 労働者 風の 男が 酔つ ぱ 

ら つ て 過つ て ある 酒場の 窓ガラス を 毀した というので、 

土地の 地 廻り どもと 巡査が そ の 男 を 捕え て 弁償し ろ の 

拘引す る のと 責め つけて いるの だった。 

その 男 は みすぼらしい 風 態 をして、 よろよろよ ろけ 

ながらし きりに 謝 まっていた。 僕 は それ を 見 かねて 仲 

へ はいった。 そして その 男 を 五、 六 歩 わきへ 連れて 

行って、 事情 を 聞いて そこに 集まって いる みんなに 



の 食器 口に 眼鏡 を かけた 山 口の 顔が 半分 見える。 

「や あ、 来たな。 堺 さん はどうした？ 無事 か？」 

「無事 だ。 きのう ちょっと 警視庁へ 呼ばれた が、 何で 

もなかつ たよう だ ご 

「それや、 よかった。 ほかに は、 君の ほかに 誰か 来た 

かご 

「いや、 僕 だけ だ ご 

と 僕 は 答えて、 ひょいと 顔 を 引つ こめた 山 口 を 「お 

い、 おい」 とまた 呼び出した。 

「ほかの もの は みんな どこに いるんだ、 西 川 (光二郎) 

は？」 



「シ ッ、 シッご 

山 口 はちよ つと 顔 を 出して、 こう 警戒しながら、 ま 

た 顔 を 引つ こまして しまった。 コ トン コ トンと 遠くの 

方から 靴音が した。 僕 は 急いで また 寝床の 中へ もぐり 

こんだ。 靴音 はつい 枕許まで 近く 聞え て 来たが、 また 

だんだん 遠くの もと 来た 方へ 消えて 行った。 

「コッ コッ、 コッ コッ、 コッコ ッ。， - 

とまた 隣り で 壁 を 叩く 音が した。 そして この 隣リの 

男 を 仲介に して、 その 隣リの 〇〇 という 男と、 しばら 

く 話しした。 西 川 は 他の 二、 三の ものと 二階に、 そし 

てこ こに も 僕と 同じ 惻 にもう 一 人い る ことが 分った。 



聴して 貰いたい からであった かも 知れない。 現に そん 

な 意味の 手紙 を 一、 二度 獄中で 貰った。 その 連れに 

な つ ていた 同志に もい つも そんな 意味の こと を 言って 

いたそう だ。 

要するに ごく 気の 弱い 男なん だ。 その 女の 寧 斎 の 娘 

のこと や 子供の こと なぞ を 話す 時には、 いつも 本当に 

涙ぐんで いた。 子供の 写真 は 片時 も 離した ことがない 

と 言って、 一度 それ を 見せた こと もあった。 また、 こ 

れは 自分が 画いた 女と 子供の 絵 だと 言って、 雑誌の 口 

絵に でも ありそうな 彩色した 絵 を 見せた こと も あ つ た _ 

どうしても 何 かの 口絵 をす き 写しした ものに 違いな 



小人で 閑居して いれば そんな 不善 はしない のだろう が、 

大勢で いると 飛んだ 不善な 考え を 起す ものと 見える。 

みんな はこの 格子 を 女郎屋の 格子に 見立て、 また 髯っ 

イン テレ クチ ユア ル . プロス ティ テュト 

面の 自分 等 を 髯 女郎 の 洒落で も あるまい 

が、 とにかく 女郎に 見立て、 そして 怪しからん ことに 

は 看守 を ひやかし 客に 見立てて 「もしもし 眼鏡の 旦那、 

ちょいと お寄りな さいな」 というよ うな 悪ふざけ をし 

て 遊んだ そうな。 

僕 もこの 髯 女郎に な つ てから はすつ かり 気が 軽く 

なった。 室 は 明るい。 そと はかなり 自由に 眺められる。 

障子 は 妙に アト. ホォム な 感じ を 抱かせる。 すぐ 隣り 



に は 仲間が いる。 看守 も 相手が 片輪 者 や 老人の こと だ 

から 特に 仏様 を 選んで あるら し い。 

旧友に 会う 

その 室へ 移されてから 一 時間ば かりして からの こと 

だ。 ふと、 僕の 室の 前に 突っ立って、 しきりと 僕の 顔 

を 見つめて いる 囚人が ある。 僕 も 見覚えの ある 顔 だと 

思いながら、 ちょ つと 思い出せずに その 顔 を 見て いた _ 

「や あ！」 

とよう やく 僕 は 思い出して 声をかけた。 

「うん、 やっぱり 君 か。 さっきから 幾度 も 幾度 も 通る 

たんびに、 どうも 似た 顔 だと 思って 声をかけようと 



きた。 ペンと インクと ノ ） ^と は 特別に 差 入れ を 許さ 

れた。 

その 頃の 生活 を 当時の 気持 そのままに 見る ために、 

獄中から 出した 手紙の 二、 三 を 次に 採録して 見る。 い 

ずれ も 最初の 時の もの だ。 

「暑くな つたね。 それでも 僕 等の いる 十一 監 というと 

ころ は 獄中で 一番 涼しい ところな の だそう だ。 煉瓦の 

壁、 鉄板の 扉、 三尺の 窓の 他の 監房と は 違って、 ちょ 

うど 室の 東西が すべて 三寸 角の 柱の 格子に な つていて、 

その上 両面と も 直接に 外界に 接して いるの だから、 風 

さえ あれば ともかくも 涼しい わけ だ。 それに 十一 一畳ば 



獄 にいる の だとい う 意識が、 ある 特別の 場合の 外 は ほ 

とん ど 無くなつ たように 思う ご (堺 宛) 

この 蚊帳で 思い出す が、 ある 夜、 暑苦しくて 眠れな 

いので、 土間 を ぶらぶら している 看守に 話しかけた。 

「少しく らい 暑くたって 君 等 はいいよ。 僕 はさつ きか 

ら 蚊帳の 中に 寝て いる 君 等 を 見ながら つくづく 思った 

んだ。 こうして 格子 を 間にして 君 等の 方 を 見て いると 

実際 どっちが 本当の 囚人 だか 分らな くな つ て 来る よご 

看守 は 笑いながら では あるが、 しみじみと こぼして 

言った。 



学 や 人間 史に 強く 僕の 心 を 引かれて 来た。 こんな 風に、 

一 方に は それから それへ と 泉の ように 学究 心が 湧いて 

来る と 同時に、 (中略) 

「兄の 健康 は 如何に。 『パンの 略取』 の 進行 は 如何に。 

僕 は 出獄したら すぐ 多年 宿望の クロの 自伝 を やりたい 

と 思って いる。 今 その 熟読 中 だ 。 」 

それからもう 出獄 近くな つ て 山川に 宛てた 手紙 を 出 

した。 その 中に 法廷に 出る 云々 というの は、 あとの 新 

聞 紙 条令 違犯の 公判の 時の こと だ。 

「きのう 東京 監獄から 帰って来た。 まず 監房に はいつ 



などと 看守 君 はいろ いろ 心配して 尋ねて くれる。 何 だ 

か 〔# 「何だか」 は 底本で は 「何 だが」 と 誤記〕 気 も 落ちつ 

く。 本当にう ちへ 帰った ような 気がする。 

「しかし このうち にいる の も、 もうわず かの 間と なつ 

た。 久しい イナ ク ティブな 生活に も あきた。 早く 出た 

い。 そして 大いに 活動したい、 この 活動に ついては 大 

ぶ 考えた こと も ある。 決心した こと も ある。 出たら 

ゆっくり 諸君と 語ろう。 同志 諸君に よろしく ご 

鬼界ケ 島の 俊 寛 

出て 一 力 月半ば かりして、 こんど は堺ゃ 山川 やその 

他 三人の 仲間と 一 緒に、 例の 屋上 演説 事件で また 入れ 



そしてち ようど この 翻訳が 一 冊ず つ できあがった 頃 

に堺と 山川と 僕と は 満期に な つ た。 

r 可哀想 だ がちよ うど 鬼界ケ 島 の 俊 寛と い う 格好 だな。 

しかしもう 少し だ。 辛抱し ろご 

堺と 僕と は 石 川に こう 言いながら、 

「おい、 俊 寛、 左様なら ご 

とから か つ て その 建物 を 出た。 

千 葉の 巻 

うんと 鰯が 食える ぜ 



烈に する 恐れが ある。 そこで みんな は、 最新式の 建築 

と 設備と を もって 模範 監獄の 称の ある、 日本で は 唯一 

の 独房 制度の 千 葉 監獄に 移される ことにな つた。 

千 葉 は 東京 に 較べて 冬 は 温度が 五 度 高い というのに、 

監獄 は その 千 葉の 町よりも もう 五 度 高い という ほどの、 

そして 夏 も それに 相応して 冷し い、 千 葉 北方 郊外の 高 

燥な 好 位置に 建てられ ていた。 

「あれが みんなの 行く ところ なんだ ご 

汽車が 千 葉 近くな つた 時、 輸送 指揮官の 看守 長が、 

ちょうど 甥 ども を 初めて 自分のう ちへ 連れて行く 伯父 

さんの ような 調子で、 (実際 この 看守 長 は 最後まで 僕 



等に はいい 伯父さんだった) いろいろ その 自分のう ち 

の 自慢 をしながら、 左側の 窓から そと を 指さして 言つ 

た。 みんな は 頸 をのば して 見た。 遙か 向う に、 小春 日 

和の 秋の 陽 を 受けて 赤 煉瓦の 高い 塀 を まわりに 燦然と 

して 輝く 輪 喚の 美が 見えた。 何もかも あの 着物と 同じ 

柿色に 塗りた てた 建物の 色彩 は、 雨の 日 や 曇った 日に 

は 妙に 陰欝な 感じ を 起させる が、 陽 を 受ける と 鮮やか 

な 軽快な 心 持 を 抱かせる。 

「鰯が うんと 食える そうだ ぜご 

僕 はすぐ そばに いた 荒 畑に、 きのう 雑役の 囚人から 

聞いた そのまま を 受け売りした。 幾 回 かの 入獄に、 僕 



るで 僕 等 を 知らないんだ。 それだけなら まだいい。 こ 

の 訓示が 済んで、 一 行 八 人 (電車 事件の 方 は 一 足 先き 

に 来た) が 別々 に 隣り合った 室へ 入れられた 時、 こん 

どは受 持の 看守が、 

「つまらん ことで 大ぶ 食った もんだ な。 一度 はいると 

大ぶ 貰える という 話 だが、 こんど は みんな 幾らず つ 

貰つ たんだ ご 

という 情けない お 言葉 だ。 政党 か 何 かの 壮士 扱いだ。 

さすがの 堺を 始め みんな は 顔 見合せ て 苦笑す るの 外 は 

なかった。 ただ、 ふだん は 神経質に 爪ば かり 嚙 つてい 

るよう に 見えた のが、 入獄 以来 その 决活な 半面 をし き 



ち、 はなはだ 意気地のない こと だが 馴れない 仕事に 疲 

れ てつい、 と ありのままの 弁解 をす るつ もりで 行った。 

ところが、 典獄 室に はいって 一礼す るか しないう ちに、 

「貴様 は 社会主義者 だな。 それで 監獄の 規則まで 無視 

しょう と言うんだろう。 減食 三日 を 仰せつ ける。 以後 

獄則を 犯して 見ろ、 減食ぐ らい じ やない ぞご 

と 恐ろし い 勢いで 怒鳴りつ けられた。 

「ええ、 何でも どうぞ。」 

と 僕 は、 外国語 学校の 一学 友の、 海軍 中将 だと かい 

う 親爺の、 有名な 気短 か屋で 怒鳴 リ屋 だとい うの を 思 

出しながら、 (典獄 はこの 学友の 親爺と 言っても いい 



くらいに よく 似て いた) その せりふめ いた 怒鳴 リ 方の 

可笑し さ を嚙み 殺して 答えた。 

「何に！」 

と 典獄 は 椅子の 上に 上半身 をのば して 正面 を 切った 

が、 こちらが 黙って 笑顔 をして いるので、 

「もういい から 連れて 帰れ ご 

と、 こんど は 僕のう しろに 不動の 姿勢 を 取って 突つ 

立って いる 看守に 怒鳴りつ けた。 僕 は 幼年 学校 仕込み 

の 「廻れ 右」 を わざと 角々 しく やって、 典獄 室 を 出た。 

これ は 幼年 校 時代の 吒られ る 時の いつもの 癖であった 

が、 この 時 は 皮肉で も 何でもなく、 思わず この 古い 癖 



かして 僕 等 自身に も つ とも 有益に 送らなければ ならな 

ヽ o 

レ 

僕 は その 方法に つ いて 二週間ば かり 頭を悩ました。 

方法と 言っても 読書と 思索の 外に はない。 要はた だ そ 

の 読書と 思索の 方向 をき める， J とだ。 

元来 僕 は 一 犯 一語と いう 原則 を 立てて いた。 それ は 

一 犯 ごとに 一 外国語 を やる という 意味 だ。 最初の 未決 

監の 時には エスペラント を やった。 次の 巣 鴨で は イタ 

リア 語 を やった。 二度目の 巣 鴨で は ドイツ語 をち つと 

嚙 つた。 こんど も 未決の 時から ドイツ語の 続き を やつ 

ている。 で、 刑期 も 長い こと だから、 これが いい加減 



の 前へ 控えて いた。 で、 すき さえ あれば 窓から その 廊 

下 を 注意して いた。 みんな 深い あみ 笠 を かぶって いる 

の だが、 知って いるもの は 風 恰好で も 知れる し、 知ら 

ない もので も その 警戒の 特に 厳重な ので それと 察しが 

つく。 

ある 日 幸徳の 通る の を 見た。 

「おい 秋水！ 秋水！」 

と 二、 三度 声をかけて 見た が、 そう 大きな 声 を 出す 

訳に も 行かず (何とい う 馬鹿な 遠慮 をした ものだろう 

と 今では 後悔して いる)、 それに 幸 徳は少 々つんぼな 

ので、 知らん顔 をして 行って しまった。 



た。 うちにい るんでも、 そとへ 出掛け るんでも、 ノ — 

トと 鉛筆 を 離した ことがない。 

「耳 は 聞え るんで すか ご 

とよく 聞かれた が、 勿論 耳に は 何の 障り もない。 そ 

れ でも 知らない 人 は、 僕が ノ ー トに何 か 書いて 突き出 

すので、 向う でも 同じように その ノ 1„ ^に 返事 を 書い 

て 寄越した りした。 

これ は 僕ば かりで はない。 その後 不敬 事件で 一年ば 

かり はいった 仲間の 一人 も、 やはり 吃りで あつたが、 

出た 翌日から ほとんど 啞 になって しまった。 そして や 

はり 僕と 同じように、 一 力 月ば かりの 間 筆談で 暮 して 
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